
10

20

JP 7689051 B2 2025.6.5

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7689051号

(P7689051)
(24)登録日　令和7年5月28日(2025.5.28)(45)発行日　令和7年6月5日(2025.6.5)

(54)【発明の名称】　複合床構造およびその構築方法

(51)国際特許分類
　   Ｅ０４Ｂ 5/02 (2006.01)

ＦＩ
　Ｅ０４Ｂ 5/02 　　　Ｇ 　　　
　Ｅ０４Ｂ 5/02 　　　Ｍ 　　　
　Ｅ０４Ｂ 5/02 　　　Ｆ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-167046(P2021-167046)
(22)出願日　 令和3年10月11日(2021.10.11)
(65)公開番号　 特開2023-57486(P2023-57486A)
(43)公開日　 令和5年4月21日(2023.4.21)

審査請求日　 令和6年2月20日(2024.2.20)

(73)特許権者　 000206211
大成建設株式会社
東京都新宿区西新宿一丁目２５番１号

(74)代理人　 100124084
弁理士　黒岩  久人

(72)発明者　 森田  仁彦
東京都新宿区西新宿一丁目２５番１号  
大成建設株式会社内

(72)発明者　 中村  和成
東京都新宿区西新宿一丁目２５番１号  
大成建設株式会社内

審査官　 吉村  庄太郎

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鉄 骨 梁 と 木 質 板 と を 備 え る 複 合 床 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 鉄 骨 梁 は 、 水 平 方 向 に 延 び る 上 下 の フ ラ ン ジ と 、 前 記 上 下 の フ ラ ン ジ 同 士 を 連 結 し  
て 鉛 直 方 向 に 延 び る ウ エ ブ と 、 を 備 え 、
　 前 記 木 質 板 の 側 端 面 は 、 前 記 ウ エ ブ の 側 面 に 当 接 し て 配 置 さ れ 、
前 記 木 質 板 は 、 ひ き 板 を 積 層 し て 形 成 さ れ た Ｃ Ｌ Ｔ を 含 ん で 構 成 さ れ 、
前 記 木 質 板 の Ｃ Ｌ Ｔ の 側 端 面 全 体 は 、 前 記 上 下 の フ ラ ン ジ で 挟 み 込 ま れ て お り 、
　 前 記 鉄 骨 梁 の ウ エ ブ に は 、 側 方 に 突 出 す る 突 出 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 木 質 板 の Ｃ Ｌ Ｔ の 側 端 面 に は 、 前 記 突 出 部 が 挿 入 さ れ る 凹 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 凹 部 の 内 部 に は 、 充 填 材 が 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 複 合 床 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 木 質 板 を 支 持 す る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 梁 を さ ら に 備 え 、
　 前 記 梁 に は 、 前 記 鉄 骨 梁 の 端 部 お よ び 前 記 木 質 板 の 鉄 骨 梁 に 接 合 さ れ て い な い 端 部 が 接  
合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 複 合 床 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
鉄 骨 梁 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 梁 、 お よ び 木 質 板 を 備 え る 複 合 床 構 造 を 構 築 す る 方 法 で あ  
っ て 、
前 記 鉄 骨 梁 に は 、 前 記 木 質 板 の 端 部 が 接 合 さ れ 、
前 記 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 梁 に は 、 前 記 鉄 骨 梁 の 端 部 お よ び 前 記 木 質 板 の 鉄 骨 梁 に 接 合 さ  

請求項の数　3　（全11頁）
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れ て い な い 端 部 が 接 合 さ れ 、
前 記 鉄 骨 梁 は 、 水 平 方 向 に 延 び る フ ラ ン ジ と 、 前 記 フ ラ ン ジ か ら 鉛 直 方 向 に 延 び る ウ エ ブ  
と 、 を 備 え 、
前 記 木 質 板 の 側 端 面 は 、 前 記 ウ エ ブ の 側 面 に 当 接 し て 配 置 さ れ 、
前 記 鉄 骨 梁 の ウ エ ブ に は 、 側 方 に 突 出 す る 突 出 部 が 設 け ら れ 、
前 記 木 質 板 の 側 端 面 に は 、 前 記 突 出 部 が 挿 入 さ れ る 凹 部 が 形 成 さ れ 、
前 記 凹 部 の 内 部 に は 、 充 填 材 が 充 填 さ れ 、
　 前 記 鉄 骨 梁 お よ び 前 記 木 質 板 を 一 体 化 さ せ た 複 合 床 パ ネ ル を 用 意 し て お き 、 仮 設 梁 を 架  
設 し て 、 前 記 仮 設 梁 の 上 に 前 記 複 合 床 パ ネ ル を 配 置 す る 工 程 と 、
　 前 記 複 合 床 パ ネ ル の 側 端 面 に 沿 っ て 梁 型 枠 を 建 て 込 む 工 程 と 、
　 前 記 梁 型 枠 の 内 側 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と で 、 前 記 複 合 床 パ ネ ル に 一 体 化 し て 梁  
を 構 築 す る 工 程 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 複 合 床 構 造 の 構 築 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 鉄 骨 梁 と 木 質 板 と を 備 え る 複 合 床 構 造 、 お よ び 、 こ の 複 合 床 構 造 の 構 築 方 法  
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 鉄 骨 梁 と 木 質 板 と を 組 み 合 わ せ た 複 合 床 構 造 が あ る （ 特 許 文 献 １ ～ ３ 参 照 ） 。
　 特 許 文 献 １ に は 、 鉄 骨 梁 と 、 鉄 骨 梁 に 上 に 縁 が 載 る よ う に 敷 設 さ れ た 直 交 集 成 板 と 、 直  
交 集 成 板 の 上 面 お よ び 端 面 を 覆 う よ う に 直 交 集 成 板 の 上 に 打 設 さ れ て 硬 化 さ れ た コ ン ク リ  
ー ト と 、 を 備 え る 床 Ｃ Ｌ Ｔ 構 造 が 示 さ れ て い る 。
　 特 許 文 献 ２ に は 、 上 面 か ら ス タ ッ ド が 突 出 し た 梁 と 、 梁 に 支 持 さ れ て ス タ ッ ド が 挿 入 さ  
れ る 貫 通 孔 が 形 成 さ れ た 木 質 床 版 と 、 木 質 床 版 の 貫 通 孔 に 充 填 さ れ た ス ラ ブ コ ン ク リ ー ト  
と 、 を 備 え た 接 合 構 造 が 示 さ れ て い る 。
　 特 許 文 献 ３ に は 、 上 面 か ら ボ ル ト が 突 出 し た 梁 と 、 梁 の 上 面 に 支 持 さ れ た 木 質 床 版 と 、  
ボ ル ト お よ び 木 質 床 版 に 固 定 さ れ て ボ ル ト と 木 質 床 版 と の 間 で 水 平 力 を 伝 達 す る 鋼 製 プ レ  
ー ト と 、 を 備 え た 接 合 構 造 が 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ２ ０ － １ ０ ５ ６ ９ ４ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ９ － ３ １ ７ ８ ７ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ９ － ３ ９ １ ７ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 軽 量 か つ 床 厚 を 薄 く で き る 複 合 床 構 造 、 お よ び そ の 構 築 方 法 を 提 供 す る こ と  
を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 鉄 骨 梁 と 木 質 板 と が 接 合 さ れ た 複 合 床 構 造 と し て 、 鉄 骨 梁 の ウ エ ブ の 側  
面 に 木 質 板 を 取 り 付 け る こ と で 、 コ ン ク リ ー ト 造 の 床 構 造 と 比 べ て 軽 量 で あ り 、 か つ 、 鉄  
骨 梁 の 上 面 に 木 質 板 を 敷 設 し た 複 合 床 構 造 と 比 べ て 、 床 構 造 の 厚 さ を 薄 く で き る 点 に 着 眼  
し 、 本 発 明 に 至 っ た 。
　 第 １ の 発 明 の 複 合 床 構 造 （ 例 え ば 、 後 述 の 複 合 床 構 造 １ 、 １ Ａ ） は 、 鉄 骨 梁 （ 例 え ば 、  
後 述 の 鉄 骨 梁 ３ ０ ） と 木 質 板 （ 例 え ば 、 後 述 の 木 質 板 ４ ０ ） と を 備 え る 複 合 床 構 造 で あ っ  
て 、 前 記 鉄 骨 梁 は 、 水 平 方 向 に 延 び る フ ラ ン ジ （ 例 え ば 、 後 述 の 下 フ ラ ン ジ ３ １ 、 上 フ ラ  
ン ジ ３ ２ ） と 、 前 記 フ ラ ン ジ か ら 鉛 直 方 向 に 延 び る ウ エ ブ （ 例 え ば 、 後 述 の ウ エ ブ ３ ３ ）  
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と 、 を 備 え 、 前 記 木 質 板 の 側 端 面 （ 例 え ば 、 後 述 の 側 端 面 ４ ０ Ａ ） は 、 前 記 ウ エ ブ の 側 面  
に 当 接 し て 配 置 さ れ 、 前 記 鉄 骨 梁 の ウ エ ブ に は 、 側 方 に 突 出 す る 突 出 部 （ 例 え ば 、 後 述 の  
ス タ ッ ド ３ ５ ） が 設 け ら れ 、 前 記 木 質 板 の 側 端 面 に は 、 前 記 突 出 部 が 挿 入 さ れ る 凹 部 （ 例  
え ば 、 後 述 の 凹 部 ４ ４ ） が 形 成 さ れ 、 前 記 凹 部 の 内 部 に は 、 充 填 材 （ 例 え ば 、 後 述 の グ ラ  
ウ ト 材 ４ ６ ） が 充 填 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 床 構 造 と し て 、 鉄 骨 梁 の ウ エ ブ の 側 面 に 木 質 板 を 取 り 付 け て 形 成 し  
た の で 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 床 構 造 と 比 べ て 軽 量 化 で き る う え に 、 鉄 骨 梁 の 上 に 木 質 板  
を 載 置 し た 複 合 構 造 に 比 べ て 、 床 厚 を 薄 く で き る 。
　 ま た 、 鉄 骨 梁 の ウ エ ブ に 設 け た 突 出 部 を 木 質 板 の 凹 部 に 挿 入 し 、 こ の 凹 部 の 内 部 に 充 填  
材 を 充 填 す る こ と で 、 突 出 部 周 り の 隙 間 を 塞 い で 、 突 出 部 の 一 面 せ ん 断 接 合 に よ り 鉄 骨 梁  
と 木 質 板 と を 接 合 す る 。 よ っ て 、 従 来 の よ う に 鉄 骨 梁 と 木 質 板 と の 接 合 部 分 に 建 設 現 場 で  
コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 湿 式 工 法 で は な く 、 工 場 で 鉄 骨 梁 と 木 質 板 と を 一 体 化 す る 乾 式 工  
法 と す る こ と で 、 鉄 骨 梁 と 木 質 板 と の 一 体 性 を 短 期 間 で 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 第 ２ の 発 明 の 複 合 床 構 造 は 、 前 記 木 質 板 を 支 持 す る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 梁 （ 例 え ば 、  
後 述 の 大 梁 ２ ０ ） を さ ら に 備 え 、 前 記 梁 に は 、 前 記 鉄 骨 梁 の 端 部 お よ び 前 記 木 質 板 の 鉄 骨  
梁 に 接 合 さ れ て い な い 端 部 （ 例 え ば 、 後 述 の 側 端 面 ４ ０ Ｂ ） が 接 合 さ れ て い る こ と を 特 徴  
と す る 。
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 木 質 板 の 鉄 骨 梁 に 接 合 さ れ て い な い 端 部 を 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の  
梁 に 接 合 し た の で 、 鉄 骨 梁 、 木 質 板 、 お よ び 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 梁 が 接 合 さ れ た 複 合 床 構 造  
を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 ３ の 発 明 の 複 合 床 構 造 の 構 築 方 法 は 、 上 述 の 複 合 床 構 造 を 構 築 す る 方 法 で あ っ て 、 前  
記 鉄 骨 梁 お よ び 前 記 木 質 板 を 一 体 化 し た 複 合 床 パ ネ ル を 用 意 し て お き 、 仮 設 梁 （ 例 え ば 、  
後 述 の 仮 設 梁 ６ １ ） を 架 設 し て 、 前 記 仮 設 梁 の 上 に 前 記 複 合 床 パ ネ ル を 配 置 す る 工 程 （ 例  
え ば 、 後 述 の ス テ ッ プ Ｓ １ 、 Ｓ ２ ） と 、 前 記 複 合 床 パ ネ ル の 側 端 面 に 沿 っ て 梁 型 枠 （ 例 え  
ば 、 後 述 の 底 型 枠 ６ ２ 、 側 型 枠 ６ ３ ） を 建 て 込 む 工 程 （ 例 え ば 、 後 述 の ス テ ッ プ Ｓ ３ 、 Ｓ  
４ ） と 、 前 記 梁 型 枠 の 内 側 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と で 、 前 記 複 合 床 パ ネ ル に 一 体 化  
し て 梁 を 構 築 す る 工 程 （ 例 え ば 、 後 述 の ス テ ッ プ Ｓ ５ ） と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 仮 設 梁 の 上 に 複 合 床 パ ネ ル を 配 置 し て 、 仮 設 梁 で 複 合 床 パ ネ ル を 下  
か ら 支 持 し 、 こ の 状 態 で 、 複 合 床 パ ネ ル の 側 端 面 に 沿 っ て 梁 型 枠 を 建 て 込 ん で コ ン ク リ ー  
ト を 打 設 す る こ と で 、 複 合 床 パ ネ ル と 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 梁 と を 容 易 に 一 体 化 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 軽 量 か つ 床 厚 を 薄 く で き る 複 合 床 構 造 、 お よ び そ の 構 築 方 法 を 提 供 で  
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 複 合 床 構 造 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 複 合 床 構 造 の Ｉ － Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 複 合 床 構 造 の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 複 合 床 構 造 を 構 成 す る 複 合 床 パ ネ ル の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 複 合 床 パ ネ ル の Ｉ Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ Ｉ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ の 複 合 床 パ ネ ル の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 複 合 床 構 造 を 構 築 す る 手 順 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 複 合 床 構 造 の 構 築 手 順 の 説 明 図 （ そ の １ 、 複 合 床 パ ネ ル の 配 置 を 示 す 平 面 図 ） で  
あ る 。
【 図 ９ 】 複 合 床 構 造 の 構 築 手 順 の 説 明 図 （ そ の ２ 、 複 合 床 パ ネ ル 同 士 の 接 合 部 の 縦 断 面 図  
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） で あ る 。
【 図 １ ０ 】 複 合 床 構 造 の 構 築 手 順 の 説 明 図 （ そ の ３ 、 大 梁 の 底 型 枠 を 建 て 込 ん だ 状 態 を 示  
す 縦 断 面 図 ） で あ る 。
【 図 １ １ 】 複 合 床 構 造 の 構 築 手 順 の 説 明 図 （ そ の ４ 、 大 梁 の 側 型 枠 を 建 て 込 ん だ 状 態 を 示  
す 縦 断 面 図 ） で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 複 合 床 構 造 の 縦 断 面 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 鉄 骨 梁 の ウ エ ブ の 側 面 に 木 質 板 が 取 り 付 け ら れ た 複 合 床 構 造 で あ る 。 こ の 複  
合 床 構 造 で は 、 鉄 骨 梁 の 上 に 木 質 板 を 敷 設 す る の で は な く 、 鉄 骨 梁 の 梁 せ い と な る ウ エ ブ  
の 側 面 に 木 質 板 を 設 置 し て 、 鉄 骨 梁 に 接 合 さ せ た 。 本 発 明 の 複 合 床 構 造 に よ れ ば 、 鉄 骨 梁  
の 上 面 に 木 質 板 を 敷 設 す る 場 合 に 比 べ て 、 床 構 造 の 厚 さ を 低 く 抑 え る こ と が で き る 。
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 実 施 形 態 の 説 明 に あ  
た っ て 、 同 一 構 成 要 件 に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 も し く は 簡 略 化 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 複 合 床 構 造 １ の 平 面 図 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ の 複  
合 床 構 造 １ の Ｉ － Ｉ 断 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 １ の 複 合 床 構 造 １ の Ｉ Ｉ － Ｉ Ｉ 断 面 図 で あ  
る 。
　 複 合 床 構 造 １ は 、 柱 １ ０ と 、 柱 １ ０ 同 士 の 間 に 架 設 さ れ た 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 大 梁 ２  
０ と 、 大 梁 ２ ０ 同 士 の 間 に 架 設 さ れ た 鉄 骨 造 の 小 梁 で あ る 鉄 骨 梁 ３ ０ と 、 大 梁 ２ ０ お よ び  
鉄 骨 梁 ３ ０ で 囲 ま れ た 部 分 に 設 け ら れ た 木 質 の 木 質 板 ４ ０ と 、 木 質 板 ４ ０ の 大 梁 ２ ０ に 接  
合 さ れ る 周 縁 部 の 下 面 に 沿 っ て 設 け ら れ た 鋼 製 ま た は 木 製 の 枠 材 ５ ０ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 鉄 骨 梁 ３ ０ は 、 水 平 方 向 に 延 び る 下 フ ラ ン ジ ３ １ お よ び 上 フ ラ ン ジ ３ ２ と 、 下 フ ラ ン ジ  
３ １ と 上 フ ラ ン ジ ３ ２ と を 連 結 し て 鉛 直 方 向 に 延 び る ウ エ ブ ３ ３ と 、 ウ エ ブ ３ ３ の 側 面 に  
設 け ら れ て 水 平 方 向 に 延 び る 支 持 フ ラ ン ジ ３ ４ と 、 を 備 え る 。
　 鉄 骨 梁 ３ ０ の ウ エ ブ ３ ３ の う ち 支 持 フ ラ ン ジ ３ ４ の 上 側 に は 、 ウ エ ブ ３ ３ の 長 さ 方 向 に  
沿 っ て 所 定 間 隔 お き に 、 側 方 に 突 出 す る 突 出 部 と し て の ス タ ッ ド ３ ５ が 設 け ら れ て い る （  
図 ４ 参 照 ） 。 ウ エ ブ ３ ３ の ス タ ッ ド ３ ５ の 近 傍 に は 、 後 述 の グ ラ ウ ト 材 を 充 填 す る 際 の 空  
気 抜 き 孔 ３ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 鉄 骨 梁 ３ ０ の ウ エ ブ ３ ３ の う ち 支 持 フ ラ ン ジ ３ ４ の 下 側 に は 、 ウ エ ブ ３ ３ の 長 さ  
方 向 に 沿 っ て 所 定 間 隔 お き に 、 隣 り 合 う 鉄 骨 梁 ３ ０ 同 士 を ボ ル ト で 連 結 す る た め の ボ ル ト  
挿 通 孔 ３ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 隣 り 合 う 鉄 骨 梁 ３ ０ の ボ ル ト 挿 通 孔 ３ ７ に は 、 高 力 ボ ル ト  
３ ８ が 挿 通 さ れ て 、 ナ ッ ト ３ ９ が 締 め 付 け ら れ て い る 。 こ の 高 力 ボ ル ト に よ る 摩 擦 接 合 に  
よ り 、 隣 り 合 う 鉄 骨 梁 ３ ０ 同 士 が 連 結 さ れ て い る （ 図 ３ 、 図 ８ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 木 質 板 ４ ０ は 、 平 面 視 で 矩 形 状 で あ り 、 ひ き 板 （ ラ ミ ナ ） を ７ 層 積 層 し た Ｃ Ｌ Ｔ （ Ｃ ｒ  
ｏ ｓ ｓ   Ｌ ａ ｍ ｉ ｎ ａ ｔ ｅ ｄ   Ｔ ｉ ｍ ｂ ｅ ｒ ） ４ １ と 、 こ の Ｃ Ｌ Ｔ ４ １ の 上 に 積 層 さ れ た 木  
製 の 型 枠 合 板 ４ ２ と 、 Ｃ Ｌ Ｔ ４ １ の 下 面 に 設 け ら れ た 木 質 の 天 井 下 地 ４ ３ と 、 を 備 え る 。
　 以 下 、 こ の 木 質 板 ４ ０ の 鉄 骨 梁 ３ ０ に 接 合 さ れ る 側 端 面 を 側 端 面 ４ ０ Ａ と し 、 残 る 大 梁  
２ ０ に 接 合 さ れ る 側 端 面 （ 木 質 板 ４ ０ の 鉄 骨 梁 ３ ０ に 接 合 さ れ な い 側 端 面 ） を 側 端 面 ４ ０  
Ｂ と す る 。
　 木 質 板 ４ ０ の 側 端 面 ４ ０ Ａ は 、 鉄 骨 梁 ３ ０ の ウ エ ブ ３ ３ の 側 面 に 当 接 し て 配 置 さ れ て お  
り 、 こ の 木 質 板 ４ ０ の Ｃ Ｌ Ｔ ４ １ の 側 端 面 ４ ０ Ａ 側 の 端 部 は 、 鉄 骨 梁 ３ ０ の 支 持 フ ラ ン ジ  
３ ４ と 上 フ ラ ン ジ ３ ２ と の 間 に 介 装 さ れ て い る 。 ま た 、 型 枠 合 板 ４ ２ の 上 面 は 、 鉄 骨 梁 ３  
０ の 上 フ ラ ン ジ ３ ２ の 上 面 と 面 一 と な っ て い る 。 ま た 、 天 井 下 地 ４ ３ の 下 面 お よ び 枠 材 ５  
０ の 下 面 は 、 鉄 骨 梁 ３ ０ の 下 フ ラ ン ジ ３ １ の 下 面 と 面 一 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 木 質 板 ４ ０ の 側 端 面 ４ ０ Ａ に は 、 鉄 骨 梁 ３ ０ の ス タ ッ ド ３ ５ が 挿 入 さ れ る 凹 部 ４ ４ が 形  
成 さ れ て い る 。 ま た 、 木 質 板 ４ ０ の 下 面 に は 、 外 部 か ら こ の 凹 部 ４ ４ に 至 る グ ラ ウ ト 注 入  
孔 ４ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 鉄 骨 梁 ３ ０ の ス タ ッ ド ３ ５ が 凹 部 ４ ４ に 挿 入 し た 状 態 で 、 グ ラ  
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ウ ト 注 入 孔 ４ ５ を 通 し て 充 填 材 と し て の グ ラ ウ ト 材 ４ ６ が 凹 部 ４ ４ 内 に 充 填 さ れ て お り 、  
こ れ に よ り 、 木 質 板 ４ ０ が 鉄 骨 梁 ３ ０ に 接 合 さ れ て 一 体 化 し て い る 。
　 ま た 、 木 質 板 ４ ０ の 側 端 面 ４ ０ Ｂ に は 、 防 水 塗 装 が 施 さ れ て お り 、 こ の 側 端 面 ４ ０ Ｂ の  
長 さ 方 向 に 沿 っ て 所 定 間 隔 お き に 、 雌 ね じ 部 ４ ７ が 埋 設 さ れ て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 大 梁 ２ ０ に は 、 鉄 骨 梁 ３ ０ の 端 部 と 、 木 質 板 ４ ０ の 鉄 骨 梁 ３ ０ に 接 合 さ れ て い な い 端 部  
で あ る 側 端 面 ４ ０ Ｂ と が 接 合 さ れ て い る 。 こ の 大 梁 ２ ０ に は 、 木 質 板 ４ ０ の 側 端 面 ４ ０ Ｂ  
を 構 成 す る 枠 材 ５ ０ を 下 か ら 支 持 す る 顎 部 ２ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 大 梁 ２ ０ は 、 梁 主  
筋 ２ ２ と 、 梁 主 筋 ２ ２ を 囲 ん で 設 け ら れ た あ ば ら 筋 ２ ３ と 、 顎 部 ２ １ に 配 筋 さ れ た ふ か し  
筋 ２ ４ と 、 こ れ ら 梁 主 筋 ２ ２ 、 あ ば ら 筋 ２ ３ 、 ふ か し 筋 ２ ４ が 埋 設 さ れ た コ ン ク リ ー ト 体  
２ ５ と 、 を 備 え る 。
　 木 質 板 ４ ０ の 雌 ね じ 部 ４ ７ に は ボ ル ト （ ラ グ ス ク リ ュ ー ボ ル ト ） ４ ８ が 螺 合 さ れ て お り  
、 こ の ボ ル ト ４ ８ が 大 梁 ２ ０ の コ ン ク リ ー ト 体 ２ ５ に 埋 設 さ れ る こ と で 、 木 質 板 ４ ０ が 大  
梁 ２ ０ に 接 合 さ れ て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 木 質 板 ４ ０ の 側 端 面 ４ ０ Ｂ に 雌 ね じ 部  
４ ７ を 設 け 、 こ の 雌 ね じ 部 ４ ７ に ボ ル ト ４ ８ を 螺 合 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 木 質 板 ４ ０ の  
側 端 面 ４ ０ Ｂ に 側 方 に 突 出 す る 平 鋼 や 形 鋼 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 で は 、 鉄 骨 梁 ３ ０ 、 木 質 板 ４ ０ 、 お よ び 枠 材 ５ ０ を 一 体 化 し て 複 合 床 パ ネ ル ６ ０  
と し 、 こ の 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ を 敷 設 し て 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 大 梁 ２ ０ と 一 体 化 す る こ と  
で 、 複 合 床 構 造 １ を 構 築 す る 。
　 図 ４ は 、 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ の 平 面 図 で あ る 。 図 ５ は 、 図 ４ の 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ の Ｉ Ｉ Ｉ  
－ Ｉ Ｉ Ｉ 断 面 図 で あ る 。 図 ６ は 、 図 ４ の 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ の Ｉ Ｖ － Ｉ Ｖ 断 面 図 で あ る 。
　 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ で は 、 鉄 骨 梁 ３ ０ の ス タ ッ ド ３ ５ を 木 質 板 ４ ０ の 凹 部 ４ ４ に 挿 入 し 、  
こ の 状 態 で 、 木 質 板 ４ ０ の 下 面 に 設 け た グ ラ ウ ト 注 入 孔 ４ ５ か ら 充 填 材 と し て の グ ラ ウ ト  
材 ４ ６ を 注 入 し て 、 凹 部 ４ ４ 内 に 充 填 す る 。 こ の グ ラ ウ ト 材 ４ ６ の 注 入 は 、 空 気 抜 き 孔 ３  
６ か ら グ ラ ウ ト 材 ４ ６ が 溢 れ る ま で 行 う 。 こ れ に よ り 、 木 質 板 ４ ０ が 鉄 骨 梁 ３ ０ に 接 合 さ  
れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ を 用 い て 複 合 床 構 造 １ を 構 築 す る 手 順 に つ い て 、 図 ７ の フ ロ ー  
チ ャ ー ト を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 す な わ ち 、 ス テ ッ プ Ｓ １ で は 、 図 ８ お よ び 図 ９ に 示 す よ う に 、 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ を 支 持  
す る た め の 仮 設 梁 ６ １ を 架 設 し て 、 こ の 仮 設 梁 ６ １ 上 に 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ を 配 置 す る 。 こ  
れ に よ り 、 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ の 木 質 板 ４ ０ の 側 端 面 ４ ０ Ｂ は 、 大 梁 ２ ０ の 側 面 に 位 置 す る  
こ と に な る （ 図 １ ０ 参 照 ） 。
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ で は 、 図 ８ お よ び 図 ９ に 示 す よ う に 、 隣 り 合 う 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ 同 士 を 連  
結 す る 。 具 体 的 に は 、 隣 り 合 う 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ の 鉄 骨 梁 ３ ０ の ボ ル ト 挿 通 孔 ３ ７ に 高 力  
ボ ル ト ３ ８ を 挿 通 し て 、 ナ ッ ト ３ ９ を 締 め 付 け る こ と で 、 隣 り 合 う 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ 同 士  
を 連 結 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ で は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ の 側 端 面 ４ ０ Ｂ に 沿 っ て 大  
梁 ２ ０ の 底 型 枠 ６ ２ を 建 て 込 ん で 、 大 梁 ２ ０ お よ び 顎 部 ２ １ の 配 筋 を 行 う 。 具 体 的 に は 、  
梁 主 筋 ２ ２ と あ ば ら 筋 ２ ３ と を 地 組 み し て 、 こ の 地 組 み し た 梁 主 筋 ２ ２ お よ び あ ば ら 筋 ２  
３ を 大 梁 ２ ０ の 底 型 枠 ６ ２ 上 に 落 し 込 む 。 そ の 後 、 ふ か し 筋 ２ ４ を 配 筋 す る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ で は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 大 梁 ２ ０ の 側 型 枠 ６ ３ を 建 て 込 む 。 そ の 後 、  
複 合 床 パ ネ ル ６ ０ の 側 端 面 ４ ０ Ｂ の 雌 ね じ 部 ４ ７ に ボ ル ト ４ ８ を 螺 合 す る 。
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ で は 、 底 型 枠 ６ ２ お よ び 側 型 枠 ６ ３ の 内 側 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る こ と  
で 、 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ に 一 体 化 し て 大 梁 ２ ０ を 構 築 す る 。 こ の と き 、 木 質 板 ４ ０ の 防 水 塗  
装 が 施 さ れ た 側 端 面 ４ ０ Ｂ は 、 梁 型 枠 と し て 機 能 す る 。 そ の 後 、 側 型 枠 ６ ３ 、 底 型 枠 ６ ２  
、 お よ び 仮 設 梁 ６ １ を 解 体 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 が あ る 。
　 （ １ ） 複 合 床 構 造 １ と し て 、 鉄 骨 梁 ３ ０ の ウ エ ブ ３ ３ の 側 面 に 木 質 板 ４ ０ を 取 り 付 け て  
形 成 し た の で 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 床 構 造 と 比 べ て 軽 量 化 で き る う え に 、 鉄 骨 梁 の 上 に  
木 質 板 を 載 置 し た 複 合 構 造 に 比 べ て 、 床 厚 を 薄 く で き る 。
　 ま た 、 鉄 骨 梁 ３ ０ の ウ エ ブ ３ ３ に 設 け た ス タ ッ ド ３ ５ を 木 質 板 ４ ０ の 凹 部 ４ ４ に 挿 入 し  
、 こ の 凹 部 ４ ４ の 内 部 に グ ラ ウ ト 材 ４ ６ を 充 填 す る こ と で 、 ス タ ッ ド ３ ５ 周 り の 隙 間 を 塞  
い で 、 ス タ ッ ド ３ ５ の 一 面 せ ん 断 接 合 に よ り 鉄 骨 梁 ３ ０ と 木 質 板 ４ ０ と を 接 合 す る 。 よ っ  
て 、 従 来 の よ う に 鉄 骨 梁 と 木 質 板 と の 接 合 部 分 に 建 設 現 場 で コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る 湿 式  
工 法 で は な く 、 工 場 で 鉄 骨 梁 と 木 質 板 と を 一 体 化 す る 乾 式 工 法 と す る こ と で 、 鉄 骨 梁 と 木  
質 板 と の 一 体 性 を 短 期 間 で 確 保 す る こ と が で き る 。 ま た 、 隣 り 合 う 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ の 鉄  
骨 梁 ３ ０ 同 士 を 高 力 ボ ル ト ３ ８ お よ び ナ ッ ト ３ ９ に よ る 高 力 ボ ル ト 摩 擦 接 合 で 接 合 し た の  
で 、 隣 り 合 う 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ 同 士 を 強 固 に 一 体 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ ２ ） 木 質 板 ４ ０ の 鉄 骨 梁 に 接 合 さ れ て い な い 側 端 面 ４ ０ Ｂ を 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の  
大 梁 ２ ０ の 側 面 に 接 合 し た の で 、 鉄 骨 梁 ３ ０ 、 木 質 板 ４ ０ 、 お よ び 大 梁 ２ ０ が 一 体 化 さ れ  
た 複 合 床 構 造 １ を 実 現 で き る 。 ま た 、 複 合 床 構 造 １ で は 、 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ を 先 行 し て 取  
り 付 け た 後 、 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ の 端 部 を 大 梁 ２ ０ 梁 型 枠 ６ ２ 、 ６ ３ の 内 側 に 配 置 し て 、 こ  
の 状 態 で コ ン ク リ ー ト を 打 設 し た の で 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 大 梁 を 先 行 し て 構 築 し 、 そ  
の 後 、 こ の 大 梁 に 複 合 床 パ ネ ル を 接 合 す る 場 合 に 比 べ て 、 型 枠 材 の 低 減 が 可 能 で あ り 、 複  
合 床 パ ネ ル ６ ０ と 大 梁 ２ ０ と を 一 体 化 さ せ る こ と が で き る 。
　 （ ３ ） 仮 設 梁 ６ １ で 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ を 下 か ら 支 持 し 、 こ の 状 態 で 、 複 合 床 パ ネ ル ６ ０  
の 側 端 面 ４ ０ Ｂ に 沿 っ て 底 型 枠 ６ ２ お よ び 側 型 枠 ６ ３ を 建 て 込 ん で コ ン ク リ ー ト を 打 設 す  
る こ と で 、 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ と 大 梁 ２ ０ と を 容 易 に 一 体 化 で き る 。
　 （ ４ ） 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ は 、 建 設 現 場 で 製 作 す る の で は な く 、 工 場 に て 、 Ｈ 形 鋼 ま た は  
コ の 形 状 の 鋼 材 を 鉄 骨 梁 ３ ０ と し 、 こ の 鉄 骨 梁 ３ ０ に 木 質 板 ４ ０ を 接 合 し て 製 作 し て 、 建  
設 現 場 に 搬 入 す る こ と で 、 工 期 短 縮 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
〔 第 ２ 実 施 形 態 〕
　 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 複 合 床 構 造 １ Ａ の 縦 断 面 で あ る 。
　 本 実 施 形 態 で は 、 当 階 の 床 を 防 振 二 重 床 と し 、 下 階 の 天 井 を 遮 音 天 井 と し た 点 が 、 第 １  
実 施 形 態 と 異 な る 。
　 す な わ ち 、 大 梁 ２ ０ 、 鉄 骨 梁 ３ ０ 、 お よ び 木 質 板 ４ ０ の 上 面 に は 、 強 化 石 膏 ボ ー ド ７ ０  
が ３ 層 積 層 さ れ て お り 、 こ の 積 層 さ れ た 強 化 石 膏 ボ ー ド ７ ０ の 上 面 に は 、 支 持 脚 ７ １ が 配  
置 さ れ 、 支 持 脚 ７ １ の 上 に は 、 床 材 ７ ２ が 設 置 さ れ て い る 。
　 ま た 、 鉄 骨 梁 ３ ０ お よ び 木 質 板 ４ ０ の 下 面 に は 、 強 化 石 膏 ボ ー ド ８ ０ が ３ 層 積 層 さ れ て  
い る 。 天 井 下 地 ４ ３ に は 、 吊 り ボ ル ト ８ １ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 吊 り ボ ル ト ８ １ は 、 強  
化 石 膏 ボ ー ド ８ ０ を 貫 通 し て 下 方 に 延 び て い る 。 こ の 吊 り ボ ル ト ８ １ に は 、 天 井 材 ８ ２ が  
支 持 さ れ て お り 、 天 井 材 ８ ２ の 天 井 裏 側 に は 、 遮 音 材 ８ ３ が 設 け ら れ て い る 。
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 上 述 の （ １ ） ～ （ ４ ） と 同 様 の 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 目 的 を 達 成 で き る 範  
囲 で の 変 形 、 改 良 等 は 本 発 明 に 含 ま れ る も の で あ る 。
　 例 え ば 、 上 述 の 各 実 施 形 態 で は 、 仮 設 梁 ６ １ を 架 設 し 、 こ の 仮 設 梁 ６ １ の 上 に 複 合 床 パ  
ネ ル ６ ０ を 配 置 し た 後 、 大 梁 ２ ０ の 底 型 枠 ６ ２ を 建 て 込 ん だ が 、 こ れ に 限 ら ず 、 大 梁 ２ ０  
の 底 型 枠 ６ ２ を 建 て 込 ん だ 後 に 、 仮 設 梁 ６ １ を 架 設 し て 、 複 合 床 パ ネ ル ６ ０ の 配 置 や 大 梁  
２ ０ の 配 筋 を 行 っ て も よ い 。
　 ま た 、 上 述 の 各 実 施 形 態 で は 、 鉄 骨 梁 ３ ０ の ウ エ ブ ３ ３ に 突 出 部 と し て ス タ ッ ド ３ ５ を  
設 け た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 突 出 部 と し て 平 鋼 や 形 鋼 を 設 け て も よ い 。
　 ま た 、 上 述 の 各 実 施 形 態 で は 、 木 質 板 ４ ０ の 下 面 に 設 け た グ ラ ウ ト 注 入 孔 ４ ５ か ら 木 質  
板 ４ ０ の 凹 部 ４ ４ に グ ラ ウ ト 材 ４ ６ を 注 入 し 、 空 気 抜 き 孔 ３ ６ か ら 空 気 を 抜 い た が 、 こ れ  
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に 限 ら ず 、 図 ３ に 示 す 空 気 抜 き 孔 ３ ６ か ら 木 質 板 ４ ０ の 凹 部 ４ ４ に グ ラ ウ ト 材 ４ ６ を 注 入  
し 、 図 ３ に 示 す グ ラ ウ ト 注 入 孔 ４ ５ か ら 空 気 を 抜 い て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 １ 、 １ Ａ … 複 合 床 構 造   １ ０ … 柱
　 ２ ０ … 大 梁   ２ １ … 顎 部   ２ ２ … 梁 主 筋   ２ ３ … あ ば ら 筋
　 ２ ４ … ふ か し 筋   ２ ５ … コ ン ク リ ー ト 体
　 ３ ０ … 鉄 骨 梁   ３ １ … 下 フ ラ ン ジ   ３ ２ … 上 フ ラ ン ジ   ３ ３ … ウ エ ブ
　 ３ ４ … 支 持 フ ラ ン ジ   ３ ５ … ス タ ッ ド （ 突 出 部 ）   ３ ６ … 空 気 抜 き 孔
　 ３ ７ … ボ ル ト 挿 通 孔   ３ ８ … 高 力 ボ ル ト   ３ ９ … ナ ッ ト
　 ４ ０ … 木 質 板   ４ ０ Ａ … 木 質 板 の 鉄 骨 梁 に 接 合 さ れ る 側 端 面
　 ４ ０ Ｂ … 木 質 板 の 大 梁 に 接 合 さ れ る 側 端 面 （ 木 質 板 の 鉄 骨 梁 に 接 合 さ れ て い な い 端 部 ）
　 ４ １ … Ｃ Ｌ Ｔ   ４ ２ … 型 枠 合 板
　 ４ ３ … 天 井 下 地   ４ ４ … 凹 部   ４ ５ … グ ラ ウ ト 注 入 孔
　 ４ ６ … グ ラ ウ ト 材 （ 充 填 材 ）   ４ ７ … 雌 ね じ 部   ４ ８ … ボ ル ト
　 ５ ０ … 枠 材   ６ ０ … 複 合 床 パ ネ ル   ６ １ … 仮 設 梁   ６ ２ … 底 型 枠 （ 梁 型 枠 ）
　 ６ ３ … 側 型 枠 （ 梁 型 枠 ）
　 ７ ０ … 強 化 石 膏 ボ ー ド   ７ １ … 支 持 脚   ７ ２ … 床 材
　 ８ ０ … 強 化 石 膏 ボ ー ド   ８ １ … ボ ル ト   ８ ２ … 天 井 材   ８ ３ … 遮 音 材
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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